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2024年第 4回定例会報告（11月 27日～１2月 18日）

 

1月 6日、ついに新庁舎がオープン！ 

引き続き、西国分寺駅⇔市役所の往復無料バスを求めていきます！！ 

国分寺市役所新庁舎がオープンとなりました。「防災拠点としての市役所」というコンセプトで設計され、

華美な装飾は行わないとのことでしたが、どうしてもこれまでのプレハブ庁舎と比較してしまいますので、 

「ずいぶん立派だなぁ」という印象です。また、以前提案した西国分寺駅と市役所の往復バスについても、 

ぶんバス存続問題の今後の状況に注目しながら、再度提案していきます。 

       小中学生の生活習慣病予防健診を毎年受診可能に変更を 

だて 現在、小学校で 1回、中学校で 1回、公費で受診する

事ができるが、経年変化を確認しながら、継続的に予防や 

対策に取り組んでもらうために、必要のある方には毎年受診

できるように制度を変更したらどうか。 

答弁 医師会と相談し、健診方法やフォローアップなどに 

ついても見直しを図りながら適切に行っていく。 

一 般 質 問 

       光町の子ども家庭支援センター跡地活用について 一 般 質 問 

だて 光公民館の隣にある、子ども家庭支援センターだが、 

令和 8年までにその機能が他施設に移転される。 

公共施設の少ない西側地域にとっては大事な市有地であり、 

移転後は住民ニーズに沿った活用を求めたいが方針を伺う。 

答弁 令和 8年から行われる障害者センター、いずみプラザの 

大規模改修に際し、工事中にその機能の一部を仮移転させる 

場所として当該地を予定している。その先は未定。     

だて 老朽化している光公民館・図書館との一体的な再整備が 

望ましいと考える。今後の計画策定時に検討頂きたい。 

 

 
久々に写真を 

撮り直しました 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご意見・ご要望などは下記まで ～市内どこでも駆けつけます！～ 

185-0035  国分寺市西町 4-3-11 

TEL：070-2833-5666  メール：info@datejun16.net 

ホームページ：www.datejun16.net ブログ・X（旧 Twitter）も更新中！ 

 

(2)                              立憲民主                         

  

↑ブログ↑ ↑旧ツイッター↑ 

 30年ぶりに市議会議員報酬が上がります。 
喜ばれない内容ではありますが、市民の皆さんへの説明責任はしっかりと果たします。 
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今定例会にて平成 5年以来、30年ぶりに議員報酬アップの議案が提出され、賛成多数で可決されました。 

物価高騰などにより、生活が苦しい方もおられる中、葛藤はありましたが、私も賛成致しましたので、 

ご報告と賛成理由について説明させて頂きます。詳細については「だて淳一郎ブログ」もご覧下さい。 

まず、議会が勝手に決められるものではありませんので、市長からの諮問に基づき、有識者や公募市民等

で構成される審議会で議論をして頂きました。9名の委員で 2回の審議が行われた結果、全員賛成で 

引き上げるべきという答申が出されました。それを受けて、市長から条例改正の議案が市議会に送られ、 

議決は賛成 18・反対 2(共産、無所属)・欠席 1(維新)となり、2025年 4月からの改定が決定しました。 

議長 54万円 → 60万円 

副議長 49万円 → 54万円 

委員長 48万円 → 52万円 

議員 47万円 → 51万円 

 

 

◎報酬月額 

左記の額に変わり、ボーナスも含めると年収ベースで 

798万円⇒887万円（無役の議員）に増加します。 

人口規模や産業構造が近い類似団体の中でも平均値となります。 

立川市(28) 18.6 万人 55.5 万円 

小平市(28) 19.7 万人 55万円 

青梅市(24) 12.9 万人 53万円 

昭島市(22) 11.5 万人 53万円 

小金井市(24) 12.5 万人 49万円 

国立市(21) 7.6万人 49万円 

 

 

◎近隣市の状況 
(括弧の数字は議員定数・赤字は類似団体)  

前回改定時の 30年前から、議員定数は 28 名⇒22名まで 

自発的に減らし続けており、この間の単純な人件費削減効果は 

約 8億円となります（今回の報酬改定では年 2千万円の増加）。 

人口は 10 万人⇒13 万人と約 3万人増加しています。 
 
令和元年に定数を 2名削減させた時にも報酬の話はでていまし

たが、コロナ禍に突入したため、先送りにしていました。 

議員報酬はそのまま可処分所得ではなく、税金や保険料等を引かれた手取り額から、議員活動の諸経費 

（会費、交通費、印刷費、郵送費、ポスティング費等）も支出します。残った金額が生活費や教育費と 

なりますが、さらにそこから次の選挙費用も積み立てなくてはなりません。自らの意志でさせて頂いて 

いる仕事ですので良いのですが、思われるほど可処分所得は多くないのが実情です。 

ちなみに、よく聞かれますが、退職金や福利厚生は無く、国保、国民年金です（議員年金は廃止済）。 
 
上記のような当市の状況を踏まえ、今後の人材獲得に向けても平均付近にしておく事は必要な対応である

と考え、賛成致しました。「報酬」は給与と異なり、労働の対価ではなく、「成果への対価」であります。 

報酬に見合った成果を出すために、この 10 年間も全力を尽くしてきましたが、さらに重い責任を負った

と心に刻みつけ、市民、地域、未来のために市議会議員としての活動に一層精進して参ります。 

 

多摩 26 市の中で 20 位と低水準だったものが 
平均額(13 位)まで引き上がります 

 

30 年ぶり、議員定数削減、物価や経費の上昇、人材確保への対応が賛成の主な理由です 

議員定数はこの 30 年間で 6 人削減 


